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昭
和
三
十
五
年
七
月
十
一
日
提
出 

質

問

第

一

八

号 

   

右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

六
・
一
五
事
件
に
お
け
る
警
察
官
の
職
権
乱
用
に
関
す
る
質
問
主
意
書 
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一 

 



 

四 

右
文
書
は
、
警
察
庁
長
官
官
房
総
務
課
長
浜
中
英
二
名
儀
に
よ
り
作
成
さ
れ
て
い
る
が
、
警
察
庁
長
官
に
お

い
て
責
任
を
お
う
も
の
で
あ
る
か
。 

五 

右
文
書
中
に
は
、
警
察
官
の
教
授
団
に
対
す
る
暴
行
傷
害
、
三
宅
坂
に
お
け
る
青
山
学
院
講
師
に
対
す
る
暴

行
傷
害
、
報
道
陣
に
対
す
る
暴
行
傷
害
等
に
つ
い
て
は
、
一
言
も
触
れ
ず
、
ま
た
右
翼
の
新
劇
人
会
議
や
キ
リ

ス
ト
教
信
者
等
、
学
生
以
外
の
デ
モ
隊
に
対
す
る
暴
行
傷
害
に
つ
い
て
は
一
言
も
触
れ
て
い
な
い
の
は
い
か
な 

三 

右
文
書
の
内
容
は
、
い
か
な
る
方
法
で
調
査
さ
れ
た
か
。 

一 

警
察
庁
発
行
「
六
・
一
五
国
会
突
入
を
中
心
と
し
て
」
な
る
文
書
発
送
先
並
び
に
そ
の
発
送
部
数
を
示
さ
れ
た

い
。 

二 

右
文
書
は
、
東
京
都
警
察
の
事
項
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
警
察
庁
と
し
て
は
、
い
か
な
る
立
場
か
ら
こ

れ
を
発
行
し
た
か
。 

六
・
一
五
事
件
に
お
け
警
察
官
の
職
権
乱
用
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

九 

関
係
警
察
官
に
つ
い
て 

六 

デ
モ
隊
に
対
す
る
右
翼
の
襲
撃
と
思
わ
れ
る
も
の
を
、「
双
方
の
乱
闘
」
と
記
載
し
て
い
る
の
は
、
い
か
な
る

理
由
で
あ
る
か
。
双
方
の
乱
闘
で
あ
れ
ば
、
右
翼
だ
け
を
逮
捕
し
た
の
は
い
か
な
る
理
由
か
。 

八 

右
文
書
の
発
行
に
つ
い
て
は
国
家
公
安
委
員
会
議
に
か
け
た
か
。 

七 

警
棒
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
十
五
日
午
後
七
時
五
十
四
分
以
後
は
「
警
棒
を
収
め
」
の
命
令
を
出
し
た
と
の
警

視
庁
第
五
方
面
本
部
長
伊
藤
秀
宏
氏
の
言
明
（
週
刊
現
代
七
月
十
日
記
載
三
十
二
頁
）
、
十
六
日
一
時
す
ぎ
の
学

生
、
教
授
団
に
対
す
る
実
力
行
使
に
際
し
、
警
棒
使
用
は
許
可
し
て
い
な
い
と
の
警
視
庁
赤
木
恭
二
広
報
課
長

の
言
明
（
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
七
月
十
日
号
七
十
三
頁
）
等
に
含
ま
れ
る
事
実
に
つ
い
て
も
調
査
さ
れ
た
か
。 

る
理
由
で
あ
る
か
。 

（
一
）
六
月
十
五
日
午
後
五
時
す
ぎ
参
議
院
南
通
用
門
附
近
で
発
生
し
た
右
翼
の
襲
撃
の
際 

次
の
各
項
目
に
つ
い
て
回
答
さ
れ
た
い
。 

四 

 



 

（
四
）
同
日
午
前
一
時
三
十
分
ご
ろ
、
参
議
院
会
館
内
に
入
り
込
み
、
学
生
そ
の
他
に
対
し
実
力
行
使
又
は
逮 

（
三
）
十
六
日
午
前
一
時
す
ぎ
、
正
門
附
近
の
学
生
そ
の
他
に
対
し
、
ま
た
同
時
刻
ご
ろ
、
南
通
用
門
と
首
相

官
邸
と
の
間
の
道
路
上
に
位
置
し
て
い
た
各
大
学
研
究
所
の
教
授
、
研
究
者
グ
ル
ー
プ
に
対
し
実
力
行
為
を

し
た
警
官
隊
の
所
属
部
隊
名
、
指
揮
者
、
人
員
数 

（
二
）
同
日
午
後
七
時
す
ぎ
、
衆
議
院
南
通
用
門
附
近
及
び
構
内
で
発
生
し
た
衝
突
の
際
、
現
場
に
居
た
警
官

隊
の
部
隊
名
所
属
、
人
員
数
、
指
揮
者
（
総
指
揮
者
よ
り
末
端
の
指
揮
者
ま
で
）
の
官
等
級
氏
名 

（（3） 

右
暴
行
時
国
会
構
内
で
右
暴
行
場
所
に
面
し
て
勤
務
し
て
い
た
警
官
隊
の
人
員
数
、
所
属
、
指
揮
官
の 

2） 

右
制
止
の
た
め
お
も
む
い
た
警
官
隊
の
人
員
数
、
所
属
、
指
揮
官
の
官
等
級
氏
名 

（1） 

現
場
に
い
た
制
服(

私
服
が
い
た
と
す
れ
ば
こ
れ
も
含
む)

の
警
官
の
人
員
数
、
所
属
並
び
に
指
揮
者
の 

等
級
氏
名 

官
等
級
氏
名 

五 

 



 

（
六
）
報
道
人
員
が
暴
行
を
受
け
た
と
い
わ
れ
る
次
の
各
事
件
に
関
係
し
た
警
官
の
所
属
、
官
等
級
氏
名 

（
五
）
同
日
午
前
二
時
十
五
分
ご
ろ
、
三
宅
坂
に
お
い
て
青
山
学
院
講
師
松
山
正
男
氏
に
対
し
て
行
な
つ
た
暴

行
に
つ
き
関
係
し
た
警
官
所
属
、
人
員
数
、
指
揮
者
の
官
等
級
氏
名 

（2） 

同
日
午
後
十
時
す
ぎ
の
学
生
隊
に
対
す
る
第
二
回
目
の
実
力
行
使
に
際
し
、
ラ
ジ
オ
東
京
の
神
岡
報
道 

（1） 

十
五
日
午
後
五
時
す
ぎ
右
翼
の
暴
行
に
関
し
て
起
つ
た
騒
ぎ
を
取
材
し
よ
う
と
し
た
ラ
ジ
オ
東
京
テ
レ 

捕
行
為
を
し
た
警
官
隊
の
所
属
部
隊
名
、
指
揮
者
、
人
員
数 

ビ
の
カ
メ
ラ
マ
ン
に
対
し
「
写
す
な
、
帰
れ
」
と
ど
な
り
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
マ
イ
ク
を
取
り
あ
げ
よ
う
と

し
た
警
察
官 

同
時
刻
ご
ろ
、
ラ
ジ
オ
東
京
報
道
員
の
一
人
に
対
し
警
棒
で
五
針
縫
う
負
傷
を
与
え
た
警
官
（
以
上
は

朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
七
月
三
日
号
七
頁
に
よ
る
） 

部
員
及
び
北
村
美
憲
部
員
に
対
し
警
棒
等
で
暴
行
を
加
え
た
警
察
官
（
前
同
誌
十
三
頁
及
び
〝
ジ
ャ
ー
ナ
リ 

六 

 



 

十 

警
棒
の
使
用
に
つ
い
て 

（
二
）
警
視
庁
第
五
方
面
本
部
長
伊
藤
秀
宏
名
に
よ
る
「
私
が
命
令
を
下
し
た
」
と
の
表
題
の
週
刊
現
代
（
七
月

十
日
号
）
に
登
載
さ
れ
た
文
章
又
は
所
見
の
公
表
は
警
視
庁
警
察
職
員
服
務
規
程
第
三
十
二
条
に
よ
る
警
視 

（
一
）
警
察
官
職
務
執
行
法
第
七
条
に
い
う
「
兇
悪
な
罪
」
と
し
て
、
警
察
官
け
ん
銃
使
用
及
び
取
扱
規
範
第
二

条
第
三
項
で
は
「
殺
人
・
強
盗
・
放
火
・
ご
う
か
ん
及
び
傷
害
の
罪
並
び
に
警
察
庁
長
官
の
指
定
す
る
そ
の

他
の
罪
」
と
規
定
し
て
い
る
が
、
右
に
い
う
そ
の
他
の
罪
と
は
何
か
。 

（3） 
十
六
日
午
前
一
時
す
ぎ
国
会
南
門
前
附
近
の
ラ
ジ
オ
関
東
Ｆ
Ｍ
カ
ー
で
放
送
の
際
に
従
事
し
て
い
た
同 

そ
の
他
報
道
人
員
に
対
す
る
暴
行
行
為
を
な
し
た
警
察
官
が
あ
り
と
す
れ
ば
、
そ
の
警
察
官 

社
島
碩
彌
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
及
び
窪
田
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
等
に
対
し
暴
行
を
加
え
、
島
氏
に
傷
害
を
与
え
た
警

察
官
（
週
刊
朝
日
七
月
三
日
号
三
十
頁
及
び
サ
ン
デ
ー
毎
日
七
月
三
日
号
三
十
六
頁
記
載
の
記
事
に
よ
る
） 

ス
ト
〟
三
十
八
号
千
九
百
六
十
年
六
月
二
十
五
日
附
北
村
美
憲
氏
の
手
記
に
よ
る
） 

七 

 



 

（
六
）
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル(

七
月
十
日
号)

七
十
三
頁
所
載
赤
木
恭
二
名
に
よ
る
文
章
は
警
視
庁
当
局
の
前
掲
服

務
規
定
に
よ
る
許
可
を
得
た
も
の
で
あ
る
か
。 

（
五
）
右
文
章
中
「
報
道
陣
に
対
す
る
暴
行
は
私
の
指
揮
下
の
者
が
や
つ
た
こ
と
は
な
い
。
国
会
構
内
か
ら
部

隊
は
出
て
い
な
い
の
で
あ
る
」
と
あ
る
の
は
事
実
か
。
ま
た
「
し
か
し
、
そ
の
後
正
門
側
で
車
の
焼
き
打
ち
を

し
た
デ
モ
隊
を
チ
ャ
ペ
ル
セ
ン
タ
ー
方
向
と
首
相
官
邸
方
向
へ
追
い
払
つ
た
機
動
隊
が
あ
つ
た
こ
と
が
判

明
し
た
」
と
あ
る
機
動
隊
名
並
び
に
右
は
第
五
方
面
本
部
長
の
指
揮
下
に
あ
つ
た
も
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て

回
答
さ
れ
た
い
。 

（
四
）
右
文
章
中
〝
警
棒
は
肩
の
高
さ
以
上
に
振
り
上
げ
て
は
な
ら
な
い
〟
と
記
載
が
あ
る
が
、
右
に
つ
い
て

の
規
定
を
示
さ
れ
た
い
。 

（
三
）
右
文
章
中
『
午
後
七
時
五
十
四
分
に
は
、
「
警
棒
を
収
め
」
の
命
令
を
出
し
た
』
と
の
事
実
は
あ
る
か
。 

庁
当
局
の
許
可
を
経
た
も
の
で
あ
る
か
。 

八 

 



 

九 

 
 
 

（
十
）
警
視
庁
警
察
官
警
棒
等
使
用
及
び
取
扱
規
定
第
九
条
の
規
定
に
基
づ
く
「
警
棒
等
を
第
七
条
に
よ
り
使 

（
九
）
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル(

七
月
三
日
号)
十
三
頁
に
十
五
日
二
十
二
時
五
分
衆
院
南
通
用
門
構
内
で
の
状
況
と

し
て
「
第
二
次
乱
闘
は
こ
う
し
て
初
ま
つ
た
。
す
で
に
前
線
の
警
官
は
指
揮
官
の
指
揮
に
従
お
う
と
し
な
い

状
態
に
な
つ
た
。
指
揮
者
は
「
警
棒
を
収
め
ろ
」
と
命
令
し
、
伝
令
は
「
慎
重
に
と
い
う
本
部
指
示
で
す
」
と
叫

ん
で
回
わ
つ
た
う
ん
ぬ
ん
」
と
の
記
載
が
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
事
実
の
有
無
。 

（
八
）
右
文
章
に
続
い
て
「
も
し
使
用
し
た
者
が
あ
つ
た
と
す
れ
ば
警
察
官
が 

 
 

 

使
用
し
た
も
の
と
思

わ
れ
る
が
、
そ
の
方
法
な
ど
目
下
詳
細
に
つ
い
て
調
査
中
で
」
と
あ
る
が
、
右
調
査
の
結
果
は
ど
う
で
あ
つ

た
か
。 

、
、
、
、

（
七
）
右
文
章
中
、
十
六
日
午
前
一
時
す
ぎ
の
事
件
に
つ
き
「
な
お
、
こ
の
際
警
棒
使
用
は
許
可
し
て
い
な
い

の
で
」
と
あ
る
の
は
事
実
か
。
事
実
と
す
れ
ば
許
可
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
誰
が
何
時
何
分
に
そ
の
よ
う

な
命
令
を
下
し
た
の
か
。 

 

 



 

十
二
（
一
）
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル(

七
月
三
日
号)
七
十
六
頁
所
載
の
赤
木
恭
二
名
に
よ
る
文
章
は
、
前
掲
服
務
規
程

に
よ
る
許
可
を
得
た
も
の
で
あ
る
か
。 

十
一 

第
九
項
の
条
項
に
該
当
す
る
事
件
に
関
し
、
警
視
庁
当
局
は
調
査
を
さ
れ
た
か
。
ま
た
右
に
関
し
、
関
係

警
察
官
に
告
発
懲
戒
等
の
手
続
を
と
ら
れ
た
か
。
ま
た
将
来
か
か
る
手
段
を
と
ら
れ
る
意
思
が
あ
る
か
。 

（
二
） 

右
文
章
中
「
警
察
は
こ
の
維
新
行
動
隊
に
つ
い
て
は
私
服
数
人
を
つ
け
て
警
戒
し
て
い
る
」
と
あ
る
が
、

右
私
服
の
所
属
並
び
に
人
員
数
及
び
い
つ
ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で
、
い
か
な
る
方
法
で
（
徒
歩
又
は
車
等
）
警
戒 

（
十
一
）
右
規
定
第
三
条
第
三
号
の
特
殊
警
棒(

材
質
は
金
属
と
す
る)

は
使
用
さ
れ
て
い
る
か
。
そ
の
購
入
又

は
備
付
け
の
月
日
、
並
び
に
数
量
を
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
六
月
十
五
日
右
特
殊
警
棒
を
使
用
し
た
か
ど
う
か

を
示
さ
れ
た
い
。 

用
し
た
時
又
は
警
棒
等
の
使
用
に
よ
つ
て
人
に
傷
害
を
与
え
た
こ
と
に
該
当
し
た
場
合
」
状
況
報
告
は
警
視

庁
当
局
に
報
告
ず
み
で
あ
る
か
、
そ
の
内
容
の
概
要
を
示
さ
れ
た
い
。 

一
〇 

 



 

（
五
）
右
右
翼
を
現
場
で
逮
捕
せ
ず
任
意
同
行
に
よ
り
連
行
し
た
事
実
が
あ
る
か
。
社
会
党
議
員
か
ら
「
警
察

で
逮
捕
し
な
い
な
ら
わ
れ
わ
れ
が
逮
捕
す
る
」
と
の
発
言
が
あ
つ
た
事
実
が
あ
る
か
。
あ
る
と
す
れ
ば
そ
の

事
情
。 

（
四
）
当
日
右
翼
の
警
戒
に
当
つ
て
い
た
と
い
う
私
服
は
、
彼
等
が
樫
の
こ
ん
棒
を
携
帯
し
て
い
た
こ
と
に
気

づ
か
な
か
つ
た
か
。 

（
三
）
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル(

七
月
三
日
号)

六
頁
に
「
十
七
時
十
九
分
、
丸
の
内
警
察
署
か
ら
八
十
三
人
の
警
官

が
ト
ラ
ッ
ク
で
現
場
へ
到
着
し
た
。
こ
の
八
十
三
人
の
警
官
隊
は
十
一
日
ご
ろ
か
ら
右
翼
が
騒
ぐ
と
い
う
情

報
に
基
づ
い
て
丸
の
内
署
に
待
機
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
」
と
の
記
載
が
あ
る
が
、
右
は
事
実
か
。
ま
た
当

日
の
結
果
か
ら
見
る
と
デ
モ
隊
に
多
大
な
被
害
が
出
て
い
る
が
、
八
十
三
名
の
警
官
隊
の
現
場
到
着
は
は
な

は
だ
し
く
遅
か
つ
た
の
で
は
な
い
か
。 

し
て
い
た
か
。 

一
一 

 



 

十
三 

負
傷
者
の
取
扱
い
に
つ
い
て 

（
一
）
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル(

七
月
三
日
号)

十
二
頁
中
、
二
十
一
時
四
十
五
分
か
ら
二
十
三
時
五
十
分
ま
で
の
間

の
記
述
中
「
こ
の
こ
ろ
負
傷
学
生
の
重
傷
者
は
、
新
議
員
面
会
所
の
地
下
面
会
所
に
投
げ
出
さ
れ
て
い
た
。
そ

の
入
口
に
は
警
官
隊
が
頑
張
つ
て
い
て
、
報
道
陣
も
、
国
会
議
員
も
、
学
生
の
身
を
気
づ
か
つ
て
か
け
つ
け 

（
七
）
同
誌
七
頁
に
『
こ
の
騒
ぎ
を
取
材
し
よ
う
と
し
た
ラ
ジ
オ
東
京
テ
レ
ビ
の
カ
メ
ラ
マ
ン
は
警
官
か
ら
「
写

す
な
、
帰
れ
」
と
ど
な
ら
れ
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
は
マ
イ
ク
を
取
り
あ
げ
ら
れ
か
け
た
。
ラ
ジ
オ
東
京
の
報
道

員
が
二
人
負
傷
し
た
。
一
人
は
五
針
縫
う
ケ
ガ
で
警
棒
で
や
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
』
と
あ
る
が
事
実
調
査
し

た
か
。 

（
六
）
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル(

七
月
三
日
号)

八
頁
所
載
の
「
右
翼
団
を
徒
歩
で
麴
町
署
ま
で
連
行
す
る
途
中
警
官

た
ち
は
連
行
途
中
の
男
に
買
い
物
を
許
し
、
公
衆
電
話
の
使
用
を
二
回
も
許
し
さ
ら
に
警
察
電
話
の
使
用
を

一
回
許
可
し
た
と
い
う
」
と
あ
る
が
、
右
事
実
の
有
無
及
び
理
由
。 

一
二 

 



 

十
四 

議
事
堂
構
内
に
お
け
る
警
察
官
の
行
動
に
つ
い
て 

（
三
）
議
事
堂
構
内
に
お
け
る
警
察
官
の
放
水
、
催
涙
弾
の
使
用
に
つ
き
議
長
の
許
可
が
あ
つ
た
か
。 

（
二
）
議
長
か
ら
警
棒
を
武
器
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
な
ん
ら
か
の
指
揮
が
あ
つ
た
か
。 

（
一
）
国
会
法
第
百
十
五
条
衆
議
院
規
則
第
二
百
八
条
に
よ
る
衆
議
院
議
長
の
内
閣
に
対
す
る
警
察
官
派
遣 

出(

六
月
十
五
日
分)

の
手
続
き
は
議
長
か
ら
い
つ
い
か
な
る
手
続
き
で
な
さ
れ
た
か
。 

（
二
）
右
新
議
員
面
会
所
の
地
下
室
並
び
に
一
階
の
使
用
許
可
は
何
人
か
ら
い
つ
受
け
た
か
、
ま
た
国
会
議
員

を
地
下
面
会
所
に
入
れ
な
か
つ
た
と
す
れ
ば
そ
の
根
拠
規
定
を
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
報
道
陣
や
看
護
班
を
入

れ
な
か
つ
た
理
由
を
示
さ
れ
た
い
。 

た
大
学
医
学
関
係
の
看
護
班
も
ガ
ン
と
し
て
入
れ
な
か
つ
た
」
と
あ
り
、
ま
た
「
こ
の
部
屋
の
重
患
は
二
十
二

時
近
く
か
ら
救
急
車
に
収
容
さ
れ
だ
し
た
が
、
大
部
分
は
十
六
日
零
時
ま
で
放
置
さ
れ
て
い
た
」
と
の
記
載

が
あ
る
が
、
か
か
る
事
実
の
有
無
。 

一
三 

 



 

 

一
四 

右
質
問
す
る
。 


